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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】米の粒径を揃えると共に米の量に適した水の量
を計量することができる検米可能な洗米器を提供する。
【解決手段】上面に米と水が出入する開口部を有し側面
に複数の湾曲部を設けた略円筒形の容器と、前記容器の
開口部の外周に沿って螺合する接続部および前記接続部
の上に回動可能に取り付けた環状の開閉部および前記開
閉部の上に回動可能に取り付けた円盤状の蓋部からなる
前記容器を塞ぐキャップとからなり、前記キャップの開
閉部に米の粒径を揃えるための格子状のフィルタを設け
ることを特徴とする。
【選択図】図９
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　上面に米と水が出入する開口部を有し側面に複数の湾曲部を設けた略円筒形の容器と、
前記容器の開口部の外周に沿って螺合する接続部および前記接続部の上に回動可能に取り
付けた環状の開閉部および前記開閉部の上に回動可能に取り付けた円盤状の蓋部からなる
前記容器を塞ぐキャップとからなり、前記キャップの開閉部に米の粒径を揃えるための格
子状のフィルタを設けることを特徴とする検米可能な洗米器。
【請求項２】
　検米した米を計量するための米用目盛りと、検米後に洗米した米をザルに移した上で米
の量に対する水の量を計量するための水用目盛りを、容器の側面に付したことを特徴とす
る請求項１に記載の検米可能な洗米器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、米の粒径を揃えると共に米の量に適した水の量を計量することができる検米
可能な洗米器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の洗米は、釜などに米と水を入れて手で米を研いだ後、米が流れ出ないように手で
押さえながら水を捨てる方法が一般的であり、炊飯する時は釜に付いた目印を基準に水を
入れていた。
【０００３】
　特許文献１に記載されているように、円筒形筒本体の小開口側内部に網状で米が流れ出
ないくらいの穴が開いたフィルターを設けた米とぎ器の発明も公開されている。
【特許文献１】特開２００２－２７２６２５号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の発明は、フィルターで水のみを排出しており、米は
全て残るため、米の大きさが不揃いなままであると、炊き上がりにムラが生じる可能性が
ある。
【０００５】
　そこで、本考案は、米の粒径を揃えると共に米の量に適した水の量を計量することがで
きる検米可能な洗米器を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案は、上記の課題を解決するために、上面に米と水が出入する開口部を有し側面に
複数の湾曲部を設けた略円筒形の容器と、前記容器の開口部の外周に沿って螺合する接続
部および前記接続部の上に回動可能に取り付けた環状の開閉部および前記開閉部の上に回
動可能に取り付けた円盤状の蓋部からなる前記容器を塞ぐキャップとからなり、前記キャ
ップの開閉部に米の粒径を揃えるための格子状のフィルタを設けることを特徴とする検米
可能な洗米器の構成とした。
【考案の効果】
【０００７】
　本考案は、キャップに格子状のフィルタを設けることにより、米の粒径を揃えることが
できる。また、容器に米用目盛りと水用目盛りを付すことにより、米の量に適した水の量
を計量することができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本考案である検米可能な洗米器１は、上面に米４と水５ａが出入する開口部２ｄを有し
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側面に複数の湾曲部２ａを設けた略円筒形の容器２と、容器２の開口部２ｄの外周に沿っ
て螺合する接続部３ｃおよび接続部３ｃの上に回動可能に取り付けた環状の開閉部３ｂお
よび開閉部３ｂの上に回動可能に取り付けた円盤状の蓋部３ａからなる容器２を塞ぐキャ
ップ３とからなり、キャップ３の開閉部３ｂに米４の粒径を揃えるための格子状のフィル
タ３ｄを設けることを特徴とする。
【０００９】
　また、検米可能な洗米器１は、検米した米４を計量するための米用目盛り２ｂと、検米
後に洗米した米４をザル６に移した上で米４の量に対する水５ａの量を計量するための水
用目盛り２ｃを、容器２の側面に付したことを特徴とする。
【実施例１】
【００１０】
　図１は、本考案である検米可能な洗米器の斜視図であり、また、図２は、本考案である
検米可能な洗米器の正面図である。検米可能な洗米器１は、容器２とキャップ３とからな
り、キャップ３で容器２に栓をする。
【００１１】
　容器２は、ペットボトルのような樹脂等を略円筒形に成形したものであり、上面には、
米４と水５、５ａを出入りさせるための開口部２ｄが広めに空いており、側面には、内側
に滑らかに凹む湾曲部２ａが複数設けられる。
【００１２】
　また、容器２の側面には、米４の量を量るための米用目盛り２ｂと、水５ａの量を量る
ための水用目盛り２ｃが付けられる。容器２は透明であり、中に収納した物を透かして計
量することができる。
【００１３】
　米用目盛り２ｂについては、１合、１．５合、２合、・・・となる位置にラインを引き
、水用目盛り２ｃについては、米４の量に対して１２０％となる位置と調整用の目盛りが
（例えば０．５ｍｍごとに）引かれる。
【００１４】
　水５ａの量は米４に対して約１２０％が適量であるが、あくまで基準であり、時期や米
４の状態により、適切な水５ａの量は変動するため、前回の炊き上がり等を参考にして調
整用の目盛りにより加減する。
【００１５】
　キャップ３は、樹脂等を円筒形に成形したものであり、上から蓋部３ａ、開閉部３ｂ、
接続部３ｃを連結した構造である。尚、開閉部３ｂの内部には格子状のフィルタ３ｄが設
けられる。
【００１６】
　図３は、本考案である検米可能な洗米器の容器の断面図である。容器２の内壁面及び底
面には湾曲部２ａにより凹凸が形成され、また、開口部２ｄの外周面には雄ネジ２ｅが形
成される。
【００１７】
　容器２内に米４を入れて容器２を振った際に、湾曲部２ａによる内壁面の盛り上がりに
米４が当たることで洗米効果を向上させることができる。また、滑らかに湾曲させること
で、米４を排出する際につっくきを減らす効果が期待できる。
【００１８】
　開口部２ｄは、米４を排出しやすいように広くする。尚、キャップ３を取り付けた際に
キャップ３が容器２の外径よりはみ出ない程度にする。雄ネジ２ｅは開口部２ｄに螺旋状
の突起又は溝を付けることで設ける。
【００１９】
　容器２が湾曲部２ａのない円筒形であれば、米用又は水用の目盛りは等間隔に付すこと
ができるが、湾曲部２ａにより同じ間隔ごとの容積が変動する場合には、ある一定区間に
おける湾曲部２ａの個数や大きさを揃えるなどして対処する。
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【００２０】
　図４は、本考案である検米可能な洗米器のキャップの断面図である。蓋部３ａは円盤状
であり、キャップ３の上面を塞ぐ。開閉部３ｂは環状であり、フィルタ３ｄにより条件付
きで物を通過させる。接続部３ｃは環状であり、内周面に雌ネジ３ｅが形成される。
【００２１】
　容器２の開口部２ｄに形成した雄ネジ２ｅと、キャップ３の接続部３ｃに形成した雌ネ
ジ３ｅを螺合させることで、キャップ３の蓋部３ａにより容器２の開口部２ｄを塞ぐこと
ができる。
【００２２】
　尚、蓋部３ａは薄い円板で良いが、開閉部３ｂの高さはフィルタ３ｄを取り付ける必要
があるため約５ｍｍとし、接続部３ｃの高さは容器２の開口部２ｄにねじ込むため約１５
～２０ｍｍとする。
【００２３】
　図５は、本考案である検米可能な洗米器のキャップの蓋部を開いた状態の断面図であり
、また、図６は、本考案である検米可能な洗米器のキャップの蓋部を開いた状態の平面図
である。
【００２４】
　蓋部３ａと開閉部３ｂとは円形状の一箇所を連結し、連結箇所を支点として蓋部３ａを
回動させることで開閉することができる。蓋部３ａを開いた状態では、開閉部３ｂのフィ
ルタ３ｄを介して物の出入れが可能となる。
【００２５】
　フィルタ３ｄは縦に複数の桟を均等な幅で配置し、横に１本又は２本（それ以上も可）
の桟を配置することにより、物の通過を制限する。水５、５ａは無条件で通過するが、米
４は粒径の小さいものだけ通過する。
【００２６】
　米４の粒径は、品種等にも依るが、約１．７～２．０ｍｍのものが好ましく、縦桟の幅
が１．７ｍｍのフィルタ３ｄ、１．８ｍｍのフィルタ３ｄ、１．９ｍｍのフィルタ３ｄな
どを用いる。
【００２７】
　図７は、本考案である検米可能な洗米器のキャップの開閉部を開いた状態の断面図であ
る。開閉部３ｂと接続部３ｃについても円形状の一箇所を連結し、連結箇所を支点として
開閉部３ｂを回動させることで開閉することができる。
【００２８】
　開閉部３ｂを開くとフィルタ３ｄが除外され、容器２の開口部２ｄが完全に空くので、
米４又は水５、５ａを容器２内に入れたり、容器２内のものを全部出したりする場合に、
キャップ３を外すことなく行うことができる。
【００２９】
　図８は、本考案である検米可能な洗米器への米の投入を示す図であり、また、図９は、
本考案である検米可能な洗米器による検米を示す図である。まず、米４の粒径を揃える検
米を行う。
【００３０】
　キャップ３の開閉部３ｂを開き、開口部２ｄから容器２内に米４を投入する。尚、等級
の低い米４などの場合、粒径が基準に満たない小さなものや細かい不純物などの不要物４
ａが混入している可能性がある。
【００３１】
　キャップ３の開閉部３ｂを閉じて蓋部３ａを開き、開口部２ｄをフィルタ３ｄで覆った
状態で、容器２を下側に向けて振ることで、容器２からフィルタ３ｄを介して不要物４ａ
のみを排出し、容器２内に粒径の揃った米４のみ残すことができる。
【００３２】
　図１０は、本考案である検米可能な洗米器による米の計量を示す図である。次に、容器
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２の向きを戻して容器２内の米４を平らにならし、米４の上面の高さが米用目盛り２ｂの
どこに位置するか確認する。
【００３３】
　予め炊く米４の量を指定していた場合は、指定量よりも多めに米４を容器２に入れて検
米し、米用目盛り２ｂで確認しながら、指定した米４の量になるまで容器２から出してい
けば良い。
【００３４】
　尚、洗米後に米４を計量すると、米４が水５を吸って分量が増加するので、洗米前に計
量しておく。即ち、洗米前の米４の量とその米４の量に対する適切な水５ａの量を把握し
ておくことが望ましい。
【００３５】
　図１１は、本考案である検米可能な洗米器への洗米用の水の投入を示す図であり、また
、図１２は、本考案である検米可能な洗米器による洗米を示す図である。次に、容器２に
水５を入れて米４を洗う。
【００３６】
　キャップ３の蓋部３ａ又は開閉部３ｂを開けて、適当な量の水５を投入する。尚、水５
の量は、単に米４を洗うだけであり、後で捨てることとなるため、米４全体が浸る以上の
量であれば良い。
【００３７】
　キャップ３の蓋部３ａ及び開閉部３ｂを閉じて、容器２内を密閉した状態で、容器２を
上下前後左右に振って、容器２の湾曲部２ａへの衝突や米４同士の摩擦なども利用して、
米４の表面から汚れを落とす。
【００３８】
　図１３は、本考案である検米可能な洗米器からの排水を示す図であり、また、図１４は
、本考案である検米可能な洗米器からの米の移替えを示す図である。次に、洗米後の米４
をザル６等に移す。
【００３９】
　キャップ３の蓋部３ａを開けて、フィルタ３ｄにより米４が出ない状態にしておき、洗
米後の水５のみを排出する。洗米を複数回行う場合は、きれいな水５を投入して容器２を
振って汚れた水５を排出することを繰り返す。
【００４０】
　洗米後、キャップ３の開閉部３ｂを開けて、容器２内の米４をザル６に移す。ザル６の
上で約１０分間余計な水５を落とすことにより、炊飯した際にシャッキリとした美味しい
米４が炊き上がる。
【００４１】
　図１５は、本考案である検米可能な洗米器への炊飯用の水の投入を示す図であり、また
、図１６は、本考案である検米可能な洗米器による水の計量を示す図である。次に、容器
２を用いて、水５ａを計量する。
【００４２】
　空いた容器２に、水面の高さを水用目盛り２ｃで確認しながら、米４の量に対して適量
となる位置まで炊飯用の水５ａを投入する。尚、基準の位置から増やしたり又は減らした
り微調整すると良い。
【００４３】
　一等米のように、米４が揃っている場合には、米４の約１２０％の量の水５ａを入れる
ことで美味しい米４が炊き上がる。即ち、米４の状態や時期的な条件を把握した上で、１
２０％のラインから水５ａの量を調整する。
【００４４】
　例えば、古米の場合は、新米に比べて水分が少ないので、水５ａの量を多めにしたり、
梅雨など湿度の多い季節には米４の水分が増えるので、水５ａの量を少なめにしたりとい
った加減を行う。
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【００４５】
　図１７は、本考案である検米可能な洗米器からの水の移替えを示す図である。最後に、
ザル６で水５を切った米４を炊飯用の釜７の中に入れ、さらに容器２から適量の水５ａも
釜７に入れる。
【００４６】
　検米可能な洗米器１を用いることにより、簡単に米４と適量の水５ａを準備することが
でき、さらに、この手順で準備した米４を炊飯することにより、とても美味しい米４を常
に炊きあげることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本考案である検米可能な洗米器の斜視図である。
【図２】本考案である検米可能な洗米器の正面図である。
【図３】本考案である検米可能な洗米器の容器の断面図である。
【図４】本考案である検米可能な洗米器のキャップの断面図である。
【図５】本考案である検米可能な洗米器のキャップの蓋部を開いた状態の断面図である。
【図６】本考案である検米可能な洗米器のキャップの蓋部を開いた状態の平面図である。
【図７】本考案である検米可能な洗米器のキャップの開閉部を開いた状態の断面図である
。
【図８】本考案である検米可能な洗米器への米の投入を示す図である。
【図９】本考案である検米可能な洗米器による検米を示す図である。
【図１０】本考案である検米可能な洗米器による米の計量を示す図である。
【図１１】本考案である検米可能な洗米器への洗米用の水の投入を示す図である。
【図１２】本考案である検米可能な洗米器による洗米を示す図である。
【図１３】本考案である検米可能な洗米器からの排水を示す図である。
【図１４】本考案である検米可能な洗米器からの米の移替えを示す図である。
【図１５】本考案である検米可能な洗米器への炊飯用の水の投入を示す図である。
【図１６】本考案である検米可能な洗米器による水の計量を示す図である。
【図１７】本考案である検米可能な洗米器からの水の移替えを示す図である。
【符号の説明】
【００４８】
　　１　　　　検米可能な洗米器
　　２　　　　容器
　　２ａ　　　湾曲部
　　２ｂ　　　米用目盛り
　　２ｃ　　　水用目盛り
　　２ｄ　　　開口部
　　２ｅ　　　雄ネジ
　　３　　　　キャップ
　　３ａ　　　蓋部
　　３ｂ　　　開閉部
　　３ｃ　　　接続部
　　３ｄ　　　フィルタ
　　３ｅ　　　雌ネジ
　　４　　　　米
　　４ａ　　　不要物
　　５　　　　水
　　５ａ　　　水
　　６　　　　ザル
　　７　　　　釜
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】
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